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１．「宿直・日直」の許可と運用
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宿直（日直）について

宿直（日直）の労働時間の考え方

日勤（８時間） 宿直（１４時間）

原則：通常の労働時間として通算する

➡日勤８時間＋宿直１４時間＝２２時間

例外：通常の労働時間から除外する

➡日勤８時間のみ

（宿直１４時間は労働時間から除外）

労働基準監督署長

の許可受けた場合
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断続的な宿日直の許可基準について
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断続的な宿日直の許可基準について
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院内で確認すべきポイント

宿日（日直）許可の有無により、

労働時間数（時間外労働数）の集計結果が変わってくる

≪今から確認すべきポイント≫

☑ 労働基準監督署から宿直（日直）許可を受けたか。

➡収受済み許可申請書の写しなどの記載内容を確認

☑ 許可申請当時と現在で勤務容態の変更がないか。

➡変更がある場合、宿直（日直）許可の再申請が必要

再申請をご検討の場合、【勤改センターへご相談を】
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２．労働と研鑽の考え方
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医師の労働と研鑽に係る労働時間の考え方

（１）所定労働時間内の取扱い

・医師が使用者に指示された勤務場所（院内等）において、

研鑽を行う場合は、当然研鑽に係る時間は、当然に労働

時間となる。

≪確認すべきポイント≫

☑ 所定労働時間が何時から何時までなのか

※特に曜日や日によって変動する場合は注意

☑ 医師本人が所定労働時間を把握しているか

※本人が労働時間ではないと思っていても、

いつの間にか所定労働時間になっている事例もある
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医師の労働と研鑽に係る労働時間の考え方

（２）所定労働時間外の取扱い

・所定労働時間外に行う医師の研鑽は、診療等の本来業務と
直接の関係性がなく、かつ業務の遂行を指揮命令する職務上
の地位にある者（以下、「上司」という。）の明示・黙示の
指示によらずに行われる限り、在院して行う場合であっても、
一般的に労働時間に該当しない。

・当該研鑽が、上司の明示・黙示の指示により行われるもの
である場合には、これが所定労働時間外に行われるもので
あっても、又は診療等の本来業務と直接の関係性なく行われ
るものであっても、一般的に労働時間に該当するものである。

➡労働時間の該当性の判断

次ページ 10



研鑽の類型

研鑽の類型 労働時間の基本的な考え方

診療ガイドラインについて
の勉強

業務上必須ではない行為を、自ら申し出て、上司の
明示・黙示による指示なく行う時間は労働時間に該
当しない。

ただし、診療の準備又は診療の後処理として不可欠
なものは、労働時間に該当する。
（例：手術後の機器の整備や後片付け）

新しい治療法や新薬につい
ての勉強

自らが術者等である手術や
処置等についての予習や振
り返り
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研鑽の類型

研鑽の類型 労働時間の基本的な考え方

学会や外部の勉強会への参
加、発表準備等 ・上司や先輩である医師から論文作成等を奨励され

てはいるが、業務上必須ではない行為を、自ら申し
出て、上司の明示・黙示による指示なく行う時間に
ついては、労働時間に該当しない
➡「奨励」は拘束力が弱く一般的に労働時間には該
当しない。
➡実際に上司の指示があったり、参加しない場合、
就業規則上の制裁等の不利益が課されれば、拘束力
が強くなり労働時間に該当する可能性がある。

・学会や勉強会への参加について、自主参加である
場合や、医療機関に割り当てられてはいるが医師個
人への割り当てがない場合などは、労働時間に該当
しない。

院内勉強会への参加、発表
準備等

本来業務とは区別された臨
床研究にかかる診療データ
の整理、症例報告の作成、
論文執筆等

大学院の受験勉強

専門医の取得・更新にかか
る症例報告作成、講習会受
講等
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研鑽の類型

研鑽の類型 労働時間の基本的な考え方

症例経験や上司・先輩が術
者である手術・処置等の見
学の機会を確保するために、
当直シフト外で時間外に待
機し、診療や見学を行うこ
と
※見学においては、その延
長上で手伝いを行うケース
がある

・上司や先輩である医師から見学を奨励されてはい
るが、業務上必須ではない見学を、自ら申し出て、
上司の明示・黙示による指示なく行う時間について
は、労働時間に該当しない。
・ただし、見学中に診療を行った場合は、当該診療
を行った時間は、労働時間に該当すると考えられ、
また見学中に診療を行うことが慣習化、常態化して
いる場合については、見学の時間すべてが労働時間
に該当する。
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労働時間の考え方のまとめ

業務との関連性 拘束力
所定外の時間が

労働時間に該当するか

業務上必須
である

・上司の指示
・従わないときに、
就業上の制裁あり

労働時間に
該当する

業務上必須
ではない

・自由な意思
により行う

・奨励されている

労働時間に
該当しない

（自己研鑽となる）

➡

➡

or

and
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３．兼業・副業の実態把握
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兼業・副業の把握

≪確認すべきポイント≫

☑ 兼業先の勤務時間は、所定労働時間内か。または

所定労働時間外か。

☑ 兼業・副業先の病院では、宿直・日直業務に従事するか。

その際、宿直（日直）の許可はあるか。

➡兼業・副業先の病院に、宿直（日直）許可がない場合、

労働時間の通算対象となる。

■自院での３６協定の上限を超えてはならない

■自院＋他院で労働時間を通算した場合、法定の時間外・
休日労働の上限を超えてはならない
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４．勤改センターの活用
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勤務環境改善支援センターの活用

広島県医療勤務環境改善支援センター

住所：広島県広島市中区元町10-52（広島県庁健康福祉局医療介護基盤課内）

電話：082-513-3057

受付時間：平日10～12時・13時～16時

■医療労務管理アドバイザーによる無料支援を受けることができます。

（１）勤務環境改善支援センターの概要

（２）よくあるご相談

・医師の労働時間短縮計画作成に関する支援

・宿直（日直）許可申請に関する支援

・病院内勉強会での講話依頼

・労務管理に関する一般的なご質問
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【主なコンテンツ】

■国や都道府県が行っている医療勤務環境改善に

関する施策や事業などを紹介

（関係法令・通知、医療勤務環境改善マネジメントシス

テムに関する指針・手引き、都道府県の各種助成金・相

談事業など）

■医療機関が勤務環境改善に取り組んだ具体的な事例

を紹介（キーワードで取組事例を検索可能）

■過去のセミナーや研修会の行政説明や事例講演

の動画の閲覧可能

■同種・同規模の病院との比較が可能な自己診断

機能を追加（４段階評価やコメントで自院の

取組が進んでいない分野を表示）

■各都道府県の医療勤務環境改善支援センターの

HPへのリンク

いきいき働く医療機関サポートＷｅｂ（通称「いきサポ」）

https://iryou-kinmukankyou.mhlw.go.jp/

【いきサポ】医療機関の勤務環境改善のポータルサイト
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